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関連する計画や他部局の関係施策の整理

都市が抱える課題の分析及び
解決すべき課題の抽出

基本方針

まちづくりの方針（ターゲット）の検討

目指すべき都市の骨格構造の検討

課題解決のため施策・
誘導方針（ストーリー）の検討

誘導区域・誘導施設の検討

誘導施策の検討

定量的な目標値等の検討

施策の達成状況に関する評価方法の検討

まちづくりの方針の検討

「小樽市立地適正化計画」の策定

防災指針
の検討

済

都市機能居 住 交通ネットワーク

視点１ 視点２ 視点３

■本日の協議ポイントについて

都市が抱える課題の分析
及び解決すべき課題の抽出

1 都市が抱える課題の分析

（1）都市の分析

（2）分析のまとめ（本市が抱える課題［分野別］）

2 解決すべき課題の抽出

（1）抽出の考え方 （2）解決すべき課題の抽出

関連する計画や他部局の関係施策の整理

議
題
２

資料１

済

済

目指すべき都市の骨格構造の検討

課題解決のための施策・誘導方針（ストーリー）の検討

＜立地適正化に関する基本的な方針（都市再生特別措置法第81条第2項第1号）＞

まちづくりの

方針
まちづくりの目標

（目指すべき都市像）

・居住に関する方針

・都市機能に関する方針

・交通ネットワークに関する方針議
題
４

議
題
３

資料２

資料３

●前回委員会での御議論を踏まえ、居住等に関する３つの方針を設定

●都市全体の観点から、まちづくりの目標とまちづくりの方針を見据えなが

ら、「拠点」と「基幹的公共交通軸」の将来においても持続可能な「都市

の骨格構造」を抽出

●まちづくりの方針と都市の骨格構造の検討を踏まえ、誘導等の方向性（ス

トーリー）を設定、本市で想定される課題解決のための施策を例示

議題５ 資料４ 小樽市立地適正化計画 基本方針（素案）

２解決すべき課題の抽出

１ 都市が抱える課題の分析

（２） 分析のまとめ（本市が抱える課題［分野別］）

（２） 立地適正化計画により解決すべき課題の抽出

（１）都市の分析

（１） 抽出の考え方（立地適正化計画で解決できる視点について）

都市が抱える課題の分析及び解決すべき課題の抽出 済



小樽市地域公共交通網形成計画（令和元年５月策定）

誘導等の
方向性

(ストーリー)

・
課題解決の
ため施策例

■課題解決のための施策・誘導方針（ストーリー）の検討

議題３ 課題解決のための施策・誘導方針（ストーリー）の検討

1

・まちづくりの方針と都市の骨格構造を踏まえ、３つの誘導等の方向性を設定します。
また合わせて、方向性ごとに、本市で想定される課題解決のための施策を例示（イメージ）

ﾈｯﾄﾜｰｸ

ｺﾝﾊﾟｸﾄ

持続可能で効率的なまちづくり
まちづくり
の方針

(ターゲット)

＋

都市機能に関する方針 交通ネットワークに関する方針居住に関する方針

誘導等の方向性 誘導等の方向性 誘導等の方向性

施策例（イメージ） 施策例（イメージ） 施策例（イメージ）

都市の骨格構造

２ページ参照 ３ページ参照 ４ページ参照

●まちづくりの方針と都市の骨格構造を踏ま

え、課題解決のための誘導等の方向性を

設定

交通ネットワークに関する方針・施策内容は、「小樽市地域公共交通網形成計画」の推進と連動

●課題解決のための施策例（イメージ）

※実際の施策については、居住誘導区域等

の検討の際に合わせて検討します。

●まちづくりの方針と都市の骨格構造を踏ま

え、課題解決のための誘導等の方向性を

設定

●まちづくりの方針と都市の骨格構造を踏ま

え、課題解決のための誘導等の方向性を

設定

居住者の安心で快適な暮らしと地域のつながりを
持続可能とする、地域特性に応じた拠点等を中心
とした日常生活圏の形成に向け、ゆるやかに居住
を誘導・集約します。

居住の誘導・集約と連携を図りながら、誰もが将来

にわたって利便性を享受できるよう、各拠点に、その

役割や地域特性に応じた都市機能を確保します。

拠点間や拠点等を中心とした日常生活圏の移動

を支える持続可能な交通ネットワークの形成を図り

ます。

●課題解決のための施策例（イメージ）

※実際の施策については、居住誘導区域等

の検討の際に合わせて検討します。

●課題解決のための施策例（イメージ）

※実際の施策については、居住誘導区域等

の検討の際に合わせて検討します。



総合病院

駅

内科医院

大型商業施設

中心拠点

スーパー

生活拠点

高次地域拠点

集合住宅

公共施設

道内
道外

市役所

市外

地域拠点

公営住宅

公営住宅

公営住宅

市外

地域拠点

コンビニ

教育・子育て

議題３ 課題解決のための施策・誘導方針（ストーリー）の検討

拠点やその周辺等への

住み替え促進

多世代居住等による
地域の担い手、コミュニ
ティの維持

多彩な地域資源の活用
自然環境と住環境との
調和

2

解決すべき課題

（３）安全・安心に住み続けられる居住地の形成

（２）地域特性等に応じた住環境の維持・形成

（１）居住の誘導・集約による人口密度の維持
・確保

・まちなか居住の促進 ・空き家等既存ｽﾄｯｸ活用促進
・利便性の高い拠点やその周辺等への住み替え促進
・多様な世帯が居住できる公営住宅の供給
・災害の恐れのある区域からの移転促進
・ゆとりある郊外住宅地の住環境の維持・保全
・多世代居住等による地域の担い手、コミュニティ維持
・多彩な地域資源の活用、自然環境と住環境との
調和 など

＜誘導の方向性と施策のイメージ＞
➡拠点やその周辺、公共交通軸沿線に、住みよい環境をつくりながら、長期間かけて
ゆるやかに居住を誘導・集約していきます。

誘導等の方向性・施策例（イメージ）

元気なうちから、自動車

に頼らず、健康でいきい

きと歩いて暮らせる地域

内の拠点や中心拠点、

公共交通沿線への住み

替えをイメージ

いつまでも住み慣れた地
域（自宅）で暮らし続
けたいが、将来に不安が
ある。

若い
世代

通勤や買い物の便利さ、
楽しめる場所や機会など
が必要

利便性の高い拠点や公

共交通沿線への居住を

イメージ

広域連携交流
拠点

子育て
世代

結婚や子育てなどを契機と

して、主に賃貸の集合住

宅等から、ライフスタイル

等に応じて拠点周辺のゆ

とりのある住宅地などへの

住み替えもイメージ

自然やレクリエーションを楽
しみながら、学校の近くなど
のゆとりのある住宅地で、
安心して子育てしたい。

施策例（イメージ）

空き家等既存ｽﾄｯｸ活用
促進

高齢者
現役世代等

まちなか居住の促進

多様な世帯が居住でき
る公営住宅の供給

居住に関する方針

誘導等の方向性

居住者の安心で快適な暮らしと地域のつな
がりを持続可能とする、地域特性に応じた拠
点等を中心とした日常生活圏の形成に向け、
ゆるやかに居住を誘導・集約します。

ゆとりある郊外住宅地の

住環境の維持・保全

災害の恐れのある
区域からの移転促進

本市固有の多彩な地域資源や空き家等

の既存ストックなどを生かしつつ、拠点やその周

辺、公共交通軸沿線に、住みよい環境をつく

りながら、居住をゆるやかに誘導・集約すること

で、”小樽ならではの住みよさ” が備わった居

住地の形成を目指します。

居 住



総合病院

駅

内科医院

大型商業施設

中心拠点

スーパー

生活拠点

高次地域拠点

集合住宅

公共施設

道内
道外

市役所

市外

地域拠点

公営住宅

公営住宅

公営住宅

市外
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議題３ 課題解決のための施策・誘導方針（ストーリー）の検討

公共施設等の再編に
よる機能の確保

商業・娯楽、医療・福
祉、子育て支援機能の
維持・充実

日常的な生活サービス
機能の確保

3

解決すべき課題

・中心拠点等における高次都市機能の維持・充実
・市街地再開発事業等の面的整備の推進
・商業・娯楽、医療・福祉、子育て支援機能の充実等
・公共施設等の再編による機能の確保
・機能の維持・誘導に合わせた低炭素化の推進
・自然や歴史景観と調和のとれた魅力的な街並み形成
・拠点等の形成に合わせた公園の再編・集約等
・公的不動産や空き店舗等の既存ストックの有効活用
・郊外住宅地等における日常的な生活サービス機能
の確保 など

＜誘導の方向性と施策のイメージ＞
➡中心拠点と、これを補完する高次地域拠点や広域連携交流拠点、日常生活を支
える地域拠点と生活拠点を適切に配置し、都市機能の確保します。

誘導等の方向性・施策例（イメージ）

（１）地域の拠点等における都市機能の維持・
誘導による集約

（２）中心市街地等における活力と魅力の維持
・向上

高次都市機能の維持
・充実

地域拠点

日常生活の中心的な
役割の拠点

生活拠
日常的な生活サービ
スを提供、コミュニティ
を支える役割の拠点

中心拠点

経済の中心、高次の
都市機能が集積、主
要な交通結節機能を
有する拠点

高次地域拠点

主に中心拠点の機能
を補完する拠点

主に中心拠点等の
交通結節機能を補
完する拠点

中心拠点

高次地域拠点

広域連携交流
拠点

生活拠点

地域拠点

公的不動産や空き家
・空き店舗等の既存ス
トックの有効活用

市街地再開発事業等
の面的整備の推進

都市機能

拠点等の形成に合わ
せた公園の再編・集約、
機能の充実等

都市機能に関する方針

誘導等の方向性

居住の誘導・集約と連携を図りながら、誰もが
将来にわたって利便性を享受できるよう、各拠点
に、その役割や地域特性に応じた都市機能を確
保します。

各地域の成り立ちや特性、将来の役割を見

据えながら、中心拠点と、これを補完する複数

の拠点を配置し、適切な役割分担のもと、必

要とされる都市機能を維持・誘導し集約するこ

とで、新旧の都市機能が調和し、将来にわたっ

て人が集い、にぎわいあふれる魅力的な拠点を

中心とした市街地の形成を目指します。

機能の維持・誘導に合
わせた低炭素化推進

自然や歴史景観と調
和のとれた魅力的な街
並みの形成

施策例（イメージ） 広域連携交流
拠点
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スーパー
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公共施設
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議題３ 課題解決のための施策・誘導方針（ストーリー）の検討

拠点間等を結ぶバス
等公共交通の利便
性の確保

解決すべき課題

誘導等の方向性・施策例（イメージ）

基幹的
公共交通軸

（１）持続可能な拠点間交通ネットワークの形成

（２）拠点等の形成と連携した交通環境の維持
・充実

交通結節点や高次都
市機能周辺等のバリ
アフリー化の推進等

年間を通じた安全・安
心な道路環境の確保

新たな交通結節点の
整備、道内外や中心
拠点などへのアクセス機
能の充実、周辺への都
市機能・居住の誘導

基幹的
公共交通軸

4

高齢者や障がい者等が
拠点内や拠点間等を
安全に安心して歩くこと
のできる環境の確保

・駅などにおける交通結節機能の強化

・高次都市機能施設周辺等のバリアフリー化推進

・高齢者や障がい者等が、拠点内や拠点間等を

安全に安心して歩くことのできる環境の確保

・拠点間を結ぶバス等公共交通の利便性の確保

・年間を通じた安全・安心な道路環境の確保

・利用実態に即した交通手段の検討

・新たな交通結節点の整備、道内外や中心拠点

などへのアクセス機能の充実等 など

＜誘導等の方向性・施策のイメージ＞
➡都市の骨格構造をなす「基幹的な公共交通軸」を中心として、拠点間の行き来きや日常生活圏における移
動を円滑にします。

施策例（イメージ）

利用実態に即した
交通手段の検討
（デマンドバス等）

交通ネットワークに関する方針

誘導等の方向性

拠点間や拠点等を中心とした日常生活圏の

移動を支える、持続可能な交通ネットワークの

形成を図ります。

小樽市地域公共交通網形成計画における

取組みと連携を図りながら、基幹的公共交通

軸を中心とした持続可能な交通ネットワークの

形成を図り、将来にわたって拠点間や日常生

活圏における円滑な移動を確保します。

交通ネットワーク

駅などにおける交通結
節機能の強化

広域連携交流
拠点



誘導等の
方向性

(ストーリー)

・
課題解決の
ため施策例

■課題解決のための施策・誘導方針（ストーリー）のまとめ

議題３ 課題解決のための施策・誘導方針（ストーリー）の検討

暮らしを支え訪れる人にも利用しやすい
持続可能な地域公共交通の構築

・市民・来訪者に分かりやすく利用しやすい地域公共交通の実現

小樽市地域公共交通網形成計画（令和元年５月策定）

・市民・各種交通事業者・行政等が連携・協力し支え育てる地域公共交通の実現
・持続可能で安定した運営形態の構築
・市民生活を支え利便性の高い地域公共交通網の形成

地域公共交通
のあるべき姿
（将来像） 5

・誘導等の方向性と本市で想定される施策例をまとめると、以下のとおりとなります。

ﾈｯﾄﾜｰｸ

ｺﾝﾊﾟｸﾄ

＜地域公共交通の活性化及び再生に向けた基本方針＞

持続可能で効率的なまちづくり
まちづくり
の方針

(ターゲット)

＋

都市機能に関する方針 交通ネットワークに関する方針居住に関する方針

誘導等の方向性 誘導等の方向性 誘導等の方向性

施策例（イメージ） 施策例（イメージ）
施策例（イメージ）

都市の骨格構造

・まちなか居住促進 ・空き家等既存ｽﾄｯｸ活用促進
・利便性の高い拠点やその周辺への住み替え促進
・多様な世帯が居住できる公営住宅の供給
・災害のおそれのある区域からの移転促進
・ゆとりある郊外住宅地の住環境の維持・保全
・多世代居住等による地域の担い手、コミュニティ維持
・多彩な地域資源の活用、自然環境と住環境との調和

など

本市固有の多彩な地域資源や空き家等の
既存ストックなどを生かしつつ、拠点やその周辺、
公共交通軸沿線に、住みよい環境をつくりながら、
居住をゆるやかに誘導・集約することで、”小樽
ならではの住みよさ” が備わった居住地の形成
を目指します。

各地域の成り立ちや特性、将来の役割を見据
えながら、中心拠点と、これを補完する複数の拠
点を配置し、適切な役割分担のもと、必要とされ
る都市機能を維持・誘導し集約することで、新旧
の都市機能が調和し、将来にわたって人が集い、
にぎわいあふれる魅力的な拠点を中心とした市街
地の形成を目指します。

・中心拠点等における高次都市機能の維持・充実
・市街地再開発事業等の面的整備の推進
・商業・娯楽、医療・福祉、子育て支援機能の充実等
・公共施設等の再編による機能の確保
・機能の維持・誘導に合わせた低炭素化の推進
・自然や歴史景観と調和のとれた魅力的な街並み形成
・拠点等の形成に合わせた公園の再編・集約等
・公的不動産や空き店舗等の既存ストックの有効活用
・郊外住宅地等における日常的な生活サービス機能の
確保 など

居住者の安心で快適な暮らしと地域のつながりを
持続可能とする、地域特性に応じた拠点等を中心
とした日常生活圏の形成に向け、ゆるやかに居住
を誘導・集約します。

居住の誘導・集約と連携を図りながら、誰もが将

来にわたって利便性を享受できるよう、各拠点に、そ

の役割や地域特性に応じた都市機能を確保します。

拠点間や拠点等を中心とした日常生活圏の移

動を支える、持続可能な交通ネットワークの形成を

図ります。

小樽市地域公共交通網形成計画における

取組みと連携を図りながら、基幹的公共交通軸

を中心とした持続可能な交通ネットワークの形成

を図り、将来にわたって拠点間や日常生活圏に

おける円滑な移動を確保します。

・駅などにおける交通結節機能の強化
・高次都市機能施設周辺等のバリアフリー化推進
・高齢者や障がい者等が、拠点内や拠点間等を安全
に安心して歩くことのできる環境の確保
・拠点間を結ぶバス等公共交通の利便性の確保
・年間を通じた安全・安心な道路環境の確保
・利用実態に即した交通手段の検討
・新たな交通結節点の整備、道内外や中心拠点など
へのアクセス機能の充実等

など
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志
圏

札
幌
圏

多世代居住等による地域の
担い手、コミュニティ維持

多様な地域資源の活用
自然環境と住環境との調和

議題３ 課題解決のための施策・誘導方針（ストーリー）の検討

多様な地域資源の活用

利用実態に即した交通手段
の検討（デマンドバス等）

ゆとりある郊外住宅地の
住環境の維持・保全

観光・レクリエーション
交流エリア（祝津周辺）

朝里川温泉スキー場

天狗山スキー場

丸山登山

観光・レクリエーション
交流エリア（蘭島地区）

生産・物流エリア
広域交通結節エリア

（小樽港）

空き家等
既存ストック活用促進

下図のイメージのように、本市の多様な地域資源（エリア）を生かしながら、誘導の方向性や想定される施
策のもと、「コンパクト・プラス・ネットワーク」のまちづくりを進め、本市における「持続可能で効率的な
まちづくり」の実現を目指します。

多様な世帯が居住できる
公営住宅の供給

まちなか居住の促進

山麓ライン交流エリア
山麓ライン交流エリア

オーンズスキー場

生産・物流エリア
広域交通結節エリア
（石狩湾新港）

市街地再開発事業等の
面的整備の促進

商業・娯楽、医療・福祉、子
育て支援機能の維持・充実

機能の維持・誘導に
合わせた低炭素化推進
(ゼロカーボン小樽市)

公的不動産の有効活用
空き店舗等の既存ストック活
用促進

観光・レクリエーション交流
エリア（オタモイ周辺）

交通結節点や高次都市機能周辺
等のバリアフリー化の推進

駅などにおける交通結節機
能の強化

高齢者等が拠点内等を
安全に安心して歩くことので
きる環境の確保

新たな交通結節点の整備
道内外や中心拠点への
アクセスの充実等

大型商業施設

観光・レクリエー
ション交流エリア
（銭函地区）

日常的な生活サービス機能
の確保

拠点やその周辺等への
住み替えの促進

災害の恐れのある区域
からの移転促進

公共施設等の再編による
機能の確保

■３つの方針と誘導の方向性
・施策例の全体イメージ図（参考）

小樽築港駅

南小樽駅

広域連携交流拠点

中心拠点

高次地域拠点

地域拠点

生活拠点

基幹的公共交通軸
（国道５号・函館本線等）

都市機能に関する方針

居住の誘導・集約と連携を図りながら、
誰もが将来にわたって利便性を享受で
きるよう、各拠点に、その役割や地域

特性に応じた都市機能を確保します。

各地域の成り立ちや特性、将来
の役割を見据えながら、中心拠点と、
これを補完する複数の拠点を配置

し、適切な役割分担のもと、必要と
される都市機能を維持・誘導し集
約することで、新旧の都市機能が調

和し、将来にわたって人が集い、に
ぎわいあふれる魅力的な拠点を中
心とした市街地の形成を目指します。

誘導等の方向性

交通ネットワークに
関する方針

誘導等の方向性

自然や歴史景観と調和のとれた
魅力的なまちなみの形成

居住に関する方針

居住者の安心で快適な暮らしと地域
のつながりを持続可能とする、地域特性
に応じた拠点等を中心とした日常生活
圏の形成に向け、ゆるやかに居住を誘
導・集約します。

誘導等の方向性

本市固有の多彩な地域資源や空

き家等の既存ストックなどを生かしつ

つ、拠点やその周辺、公共交通軸

沿線に、住みよい環境をつくりながら、

居住をゆるやかに誘導・集約するこ

とで、”小樽ならではの住みよさ” が

備わった居住地の形成を目指します。

朝里駅

観光・レクリエーション
交流エリア（塩谷地区）

年間を通じた安全・安心な
道路環境の確保

拠点等の形成に合わせた
公園の再編・集約、機能充実

拠点間等を結ぶバス等公共
交通の利便性の確保元気なうちから、自動車に

頼らず、健康でいきいきと

歩いて暮らせる地域内の

拠点や中心拠点、公共

交通沿線への住み替え

をイメージ

いつまでも住み慣れた地

域（自宅）で暮らし続

けたいが、将来に不安が

ある。

高齢者
現役世代等

結婚や子育てなどを契

機として、主に賃貸の

集合住宅等から、ライ

フスタイルなどに応じて

拠点周辺のゆとりのあ

る住宅地などへの住み

替えもイメージ

自然やレクリエーションを
楽しみながら、学校の
近くなどのゆとりのある住
宅地で、安心して子育
てしたい。

子育て
世代

通勤や買い物の便利さ、

楽しめる場所や機会な

どが必要

利便性の高い拠点や

公共交通沿線への居

住をイメージ

若い世代

道
南
・
東
北
等

北海道新幹線
新小樽（仮称）駅

観光・歴史
交流エリア

（小樽運河）

総合病院

小樽駅

市役所

手宮

高島

長橋

塩谷

蘭島

緑

新小樽
駅

新光

桜

銭函

高次都市機能の維持・充実

小樽市地域公共交通網形成計

画における取組みと連携を図りながら、

基幹的公共交通軸を中心とした持

続可能な交通ネットワークの形成を

図り、将来にわたって拠点間や日常

生活圏における円滑な移動を確保し

ます。

拠点間や拠点等を中心とした日常生
活圏の移動を支える、持続可能な交通
ネットワークの形成を図ります。


